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A. スキナーの「パイオグラフイカル・スケッチJ (Skinner 口966]) に集約されてくる].
ステュアート CJ. Steuart, 1713-1780) の伝記に関する研究は，ひとまず彼の『著作集』
(The Works. Political, Metαphisical， and Chronological, 01 the late Sir ]ames 
Steuαγt 01 Coltness, Bαγt. Now 戸rst col!ected bヲ General Siγ1αmes Steuαγt ， Bαγt. 
his Son, Irom his F.αtheγ's coγγected Co?es. To which αγe subjoined Anecdotes 01 
the Author. 6 vols. London, 1805) 第 6 巻に付された「ステュアート小伝J (Aneｭ
cdotes of the life of Sir James Steuart, Baronet) にいわばその第一次的集成がお
こなわれるが， この「ステュアート小伝J (以下「小伝」と略記することがある)は，少
くとも，どちらかと言えば彼の公的生活・その事績に力点を置いた『スコッツ・マガジン』
(1780年12月号)， w蜜蜂j] (1791年 9 月 14 日， 21 日号〉そしてノミハン伯 (Earl of Buchan, 
David Steuart Erskine, 1742-1829) が『スコットランド古物研究家協会会報j] 1792年第
(1) ここに問題としている経済学者].ステュアートには女兄弟が 3 人あり，次女にあたる Agnes の子
(つまりステュアートの甥〉がパハン伯のデイヴィド・ステュアート・アースキンである。彼は芸術・
政治といった方面でも活躍したが，スコットラ γ ドの歴史や古物学に関心を持ち， uスコットランド
古物研究家協会j] (Society of Antiquaries of Scotland) の創設に尽力しその会報に本稿に言う
「ステュアート伝」を掲載した。 uジェントノレマンズ・マガジンj]， u蜜蜂』その他の雑誌にたびたび
寄稿し，筆名としてアノレパニカスを使用した。 Stephen [1885-1901J (以下 DNB と略称する。〕ま




1 号に掲載したもの系統の伝記と，むしろ彼の家系や人となりにスペースをさいた A. キッピ














nham, Sir James Steuart, the younger, 1744-1839) であるとか，ステュアートの甥の
'¥.of the lives of Sir J. Stewart Denham" があるとしている。両者を総合すれば， w蜜蜂』の「ス
テュアート伝」の著者はパハン伯である可能性が高いことになる。
(2) Wスコッツ・マガジンj]， W蜜蜂j]， Wスコットランド古物研究家協会会報』の「ステュアート伝」か
ら得られる著作情報に重点を置いたものであるが，渡辺 [1990] を参照のこと。
(3) ノミハン系統として一括するのは，一つには本文に述べたように内容に関係するが，他方では， Palｭ
grave [1926] や Beckerath [1959] が『スコッツ・マガジンj] (1780年)の「ステュアート伝」を
ノミハンの筆になるものとみなしていること， W蜜蜂j] (1791年〉の「ステュアート伝」については注
(1)の ES 以外に，小林 [1988] (p. 175) がアルパニカスはパハンの筆名としていること， Dwyer 




士によって作成されたように思われる。J (Co1tness Collections [1842] (p. xxi) これは後年『ステ
ュアート夫妻の書簡集』を編集したポート・グラスゴウのダンロップの手に渡り， 1ダンロップ氏は，
キッピス博士の回想録から抜粋した+ー・ジェイムズ伝をその書簡集に付加した。 J (ibid.) ダンロッ
プは， DNB によるとランカシャ生れの歌人で， 11818年， サー・ジェイムズおよびレディ・フラン
シス・ステュアートの息子のために， レディ・メアリ・ W ・モンタギュから彼らにあてた書簡集を編
集したが，その後ウォンクリフ卿によって復刻された」とある。ちなみに， Anderson [1870] (以下
SN) によると，ダンパートシャ， 1803年生まれ，グラスゴウ大学に学んだ， 芸術に造詣の深い著述
家ジェイムズ・デニストン(James Dennistoun) は，わが国の文芸に関する材料を収集し，付加，
説明を目的とした…メイトランド (Maitland) クラブの一員であったが，…1840年， Coltness Colｭ
lection , 1608 をメイトラシド・クラブのために編集した。 J (vol. m, pp 703ーのとある。

























(1805年に，伝記 memoir と共に) 6 巻から成る彼の『著作集』を編集し，ウエストミン
スター・アベイに彼の碑銘を建立した。...
また，参考文献としては，
『著作集』その他。 Scots. Mag. 1747, p. 259. 1780, pp. 618, 623. et seq. Gent. Mag. 
1780, p. 590. 1781. pp. 28-9. Annual Register. 1780, p. 252. London Mag. 1780. p. 
619. 1818年には，レディ・メアリ .W ・モンタギュからサー・ジェイムズならびにレディ







ンズ~， 1842年所収)は参照されていないものの， Ií著作集』の「小伝J に全面的に依存するこ
となく，先のバハン，キッピスの 2 つの系統の伝記が組み入れられている。とくに Scots Mag. 
等の雑誌類は独自の詳細な調査として評価されなければならない。Ií書簡集』はすでにアンダ
ースンの SN に利用されているけれども，この種の月刊誌を縦横に利用することは「小伝」に






























<Steuart' s Works VI, pp. 364-5> と，不承不承ながら認めている。J CJohnson [1937J , 
p. 211) として， 1小伝」をジャコバイトとステュアートとの関係を避けていない類の伝記と
みなしているが，さらに， 1この説明<前述『著作集』からの引用をさす一一渡辺>は，ステ





つの相異なる流れとする S. R.セン (Sen [1957J , p. 184) も， 1小伝」の著者をパハンとす
る点では何らジョンスンに異なるところがない。さらにジョンスンが「小伝」をパハンその人










キュメント，いわゆる「コノレドウェル・ベイパーズ~ (Selections from the Family Pa?rs 
ρreserved at Caldwell, 1854.) をも発堀しえた R. キャンベルは，伝記的資料についてもそ





慎重な言い方をしている J (Sen [1959J , p. 6)。センは，ステュアート『著作集』中の「小伝J 362 
ページの筆者をパハンと推定するわけである。




















1. [1803年J 12月 3 日づけ，アーチボールド・ハミルトンから G. チャーマーズあての手
紙。一一これには「二人の著名な作者J (川島教授はこれをパハン伯と姓名不詳の“A
well informed friend" と推定する)のステュアート伝を下繁きに， G. チャーマーズが
「小伝」を作成したことが述べられている。
2. [1804年J 1 月 17 日づけ， A. ハミルトンから G. チャーマーズあての手紙。一一これ
は，ハミルトンがチャーマーズによるステュアート伝草稿に朱筆を入れたことを物語って
いる。




4. [1 804年J 3 月 7 日づけ， A. ハミルトンから G. チャーマーズあての手紙。一一これ
は，ハミルトンの発見したステュアートの『穀物政策に関する論考JI (Dissertation on the 
Policy 01 Grain) と，記念碑<ステュアートの一一渡辺>に彫られたラテン語の碑文の
写しを送ること，また追伸として， Iスコティッシュ・レヴューのあなたのサー・ジェイ
(12) 中野正 (1サー・ジェイムズ・ステュアートの生涯J (法政大学『経済志林』第24巻第 1 号， 1956年
1 月) 106ページは，著者が息子であるかどうかに疑義を呈している。





















7. National Library of Scotland には，チャーマーズの筆になると思われる，ステュア
ート『著作集』に収録すべき論文の目録が存在する。
8. エディンパラ大学の George Chalmers Papers ~こは，現行版とは多少異なるけれども，
ステュアート『著作集』のタイトルページの手書き原稿が保存され，その筆跡はG. チャ
ームーズのものに似ている。
9. G. チャーマーズの自著 Considerations on Commerce , Bullion and Coin , Circulaｭ
tion αnd Exchange, with α View to our Present Circumstances, London , 1811.では，
地金委員会と商業界との論争下で，ステュアートの『原理』第 3 編第 2 部第 2 章に参照を
求め，その最良の版として1805年の版本を推奨している。
10. いわゆる「小伝」には， G. チャーマーズ自身による手書き原稿が National Library 
of Scot1and に存在する，
等々のことを伝えている。




















(15) ただ， ES, SN, DNB, Palgrave [1926] には詳細なチャーマーズの著作リストがあるけれども，
なぜ、か「ステュアート小伝」が組み入れられていない。また New Palgrave [1987] では， G. チ
ャーマーズという項目が削除されていることを付言しなければならない。
(16) 渡辺 [1990] 19ページ。
(17) Scots Magazine は，この時すでに 3度目の雑誌名変更をこうむっており，ここに言うシリーズは
1804年 1 月から 1817年 7 月まで継続されたが，このシリーズになってから「スコティシュ・レヴュ
ー」欄が設けられたようである。この新シリーズの正式タイトルは， The Scots Magazine , and 
Edinburgh Literar:y・ Miscellany である。 Sullivan [1983] p. 304。また同書や， Couper, Rev. 
W. J. , The Glasgow Periodical Press in the 18th century (Records 01 the Glasgow Bibliogr. 
aρhical Society, vol. m. Glasgow. 1930.) , Craig, M. E. , The Scottish Periodical Press 1750-
1789, Edinburgh, 1931 , Weed, K. K. & Bond, R. P. , Studies of Brittish Newspapers & Peｭ
riodicals from their beginning to 1800, Studies in Philology, Dec. 1946. などによる限り，
Scottish Review なる雑誌は存在せず。 Scottish Review は Scots Magazine 中の，いわば 1 コーナ
であると考えられる。
(18) 注(12)で参照した中野正訳を参考にしたが，必ずしもそれに従っていない。なお，できる限り訳注




















(19) Solicitor General，スコットランドにおL、て，民事 (civil causes) における王の弁護士 (crown
advocate)，刑事における法務長官 (Lord Advocate) の筆頭代理として活動する。 Grant & Murｭ
rison [1986J. 政府の一員として，法務長官の代理ないし第一補佐にあたる上級弁護士 (Advocate)o
Robinson [1985J 
(20) 引き続き注で説明を加えるけれども，われわれの J. ステュアートの祖父も Sir James Steuart 
と称したが，その 1 人息子がステュアートの父親 Sir James Steuart of Goodtrees and Coltness 
2d bart, 1681-1727, (第 2 代準男爵〉である。 1681年生まれの彼も弁護士であり，高等民事裁判
所長官 (Lord-President) であったノース・ベリクのサー・ヒュー・ダノレリンフ。ノレの娘 Anne を妻
として，…一子ジェイムズくつまり経済学者ステュアート一一渡辺>と共に， 3 女をもうけた。…次
女は1717年生まれでアグネス (Agnes) といい，アースキン卿つまり， トマスならびにへンリー・ア
ースキンの父親であるパハン伯ディヴィドに嫁した。以上 SN によっている。一言付加すれば，この
アグネスの子がステュアートの甥パハン伯で，われわれの J. ステュアート伝の著者である。
(21) Advocate は barrister と解すべき。特別な用法として Lord Advocate があり，それは，スコ
ットランドにおける王の最高法務官である。 Grant & Murrison [1986J による。
(22) ステュアートの曾祖父サー・ジェイムズ・ステュアート(後述〉の第 4 子も Sir J ames Steuart 
で， 1635年生まれ，彼も法律家であったが， 1695年，ノパスコティアの準男爵 (baronet) の称号を
授けられた。つまり，祖父が初代準男爵ということになる。彼の没年については， Taylor [1957J が
1713年， DNB やここで主として依拠した SN は1715年説を採用している。
(23) Provost，町や自治都市議会の長兼議長および行政長官を務める，スコットランドの都市自治体な
いし自治都市の長，イングランドの市長に相当する。 Lord Provost は敬称。 Grant & Murrison 
[1986J , Robinson [1985J による。
(24) コルトネス家の先祖は，アラントン (Allanton) のジェイムズ・ステュアートの第 2 子， Sir Jamｭ
es Steuart であった。 1608年生まれのサー・ジェイムズは，ピディンバラの銀行家であったが，
1649年その市の市長に選出された。 Kirkfield と Coltness の所領を入手したことからキノレクフィー
ルドとコノレトネスのステュアートと言われる。 1659年再度市長に選出される。没年については Tayl­
or [1957J が1681年としている。主として SN によった。










とに，非常に熱心に研究したので， 1734年ないし35年の 1 月 25 日に， 24歳で弁護士の資格を許
された。J <p. 363> しかし， c氏の言い方によれば， r彼の国の上流社会の風習が，なんらか
の財産と職業をもっているすべての人に，ヨーロッパ旅行を要求したことは，当時における特
異な不幸J <pp. 363-4>であった。グランド・ツアーの途中，サー・ジェイムズはオーモン




1743年10月 25 日，ウィームズ伯 (Earl of Wemyss) の長女であり，当時としては決して











(26) 数字は，ステュアート『著作集』第 6 巻のページ数を示している。以下同様。
(27) chusing とあるが， Robinson [1985] によれば， chuse は英語の choose に同じ。
(28) Herculus Lindsey, r小伝」には詳細について明らかにしえない人名が多々あるが， リンジィにつ
いては，田添日990] 378ページを参照。
(29) Taylor [1957] によって， 1665年 1745年の生涯をおくったことがわかる。


























た。ここで彼はレディ・メアリ・ウオールトリ・モンタギュ CLady Mary Wortley Monｭ





在の場所がたやすくみつかるでしょう。」最近刊行された『書簡集』第 5 巻， 71ページ。彼


























(31) DNB には， 1758年にモンタギュ夫人がヴ、エニスに滞在中ステュアートと知己となったこと，ステ
ュアートが『原理』の最初の二部を彼女に献呈したことなどが記されているが，彼女の『書簡集』は
1763年に 3 巻分， 1767年に第 4巻が出されたが， 1803年には，他の書簡，詩などを含めて，既刊分も
入れた『著作集』がジェイムズ・ダラウェイによって公刊されたとある。ここに言う『書簡集』第15
巻は， 1803年版のことと考えられる。
(32) Donald McDonald, Agricultural Writers, Irom Sir Walter 01 Henley to Arthur Young, 
1200-1800, London, 1908,. reprinted , 1968. の p. 215 には，イースト・ロウジアンの農業者アン
ドルー・ワイト (Andrew Wight) の The Present State 01 the Husbandry in Scotland, Edin司
burgh, 6 vols, 8vo, 1778 が挙げられているが，筆者は『著作集』の「ステュアート小伝J ， 377ペ
ージ注に言及されている箇所について以前から資料を取り寄せて検討を試みたけれどもどうにも平広
が合わなかった。 (GS. 11689 にはワイトのこの書物が存在する。)田添口990] の367-374は短文
ながら，この点についての詳細を明らかにした新稿で、ある。その要点は， 1小伝」の記述は誤りで，

























書いた。しかしこのような崇高な思索の真最中に彼は病気にかかり， 1780年11月 26 日に67歳で





第 1 に， 1805年にすで、に公刊をみていたと考えられる『著作集』からの引用くこの抜粋自体は
(33) Andrew Millar (1707-1768) は，スコットランドの出版者。彼は， 1765年以来の共同経営者で








DNB によると， G. チャーマーズは，有名な『カレドニア 11 (Caledonia， つまり，地方地誌
・言語に関係する地名辞書を含む，古代から現代に至る北ブリテンに関する歴史的・地誌的記
述)の編集者だけでなく，政治・経済・法律・統計に関する多数の著作をなした人， D. デフ







り，チャーマーズ説をさらに傍証することになると考えられる。さらに， [1804年J 3 月 7 日








れらの資料を盛り込むべき『著作集Jl<つまり第 5 ， 6 巻>は未だ出ておらず，この書簡は
『著作集』完結以前に書かれたので、はないかとしづ推測を立てることも可能であるが，他方で
同じ書簡で『スコッツ・マガジンJl 1806年 3 月号の「スコティシュ・レヴュー」に言及がなさ
れている点と組離が生ずる。すなわち，キャンベルやキングによるならば， ~著作集』の書評
はすでに1805年の Annual Review に掲載されており， ~著作集』が1805年に出ていること
はほぼ動かしがたし、こととも考えられ，前節に紹介したステュアート伝抄録が掲載されたのが
『スコッツ・マガジンJl 1806年 3 月というのも事実なのだから， A. ハミノレトンが手紙で言う
のは，正に出されたばかりの同誌「スコティシュ・レヴュー」送付についてであると推定され
(34) たとえば King [1988J の p. 41 の note 57 には， Anonymous review of Works, Annual 
Review 4, 1805, pp. 252-7 とある。
- 46-
「ステュアート小伝」のオーサーシップをめぐって
る。この 3 者，つまり「スコティシュ・レヴューJ， 3 月 7 日付け書簡， il著作集』の公刊の関
係についての，ありうる仮説の 1 っとしては， il著作集』が一気に出されずに 1 部が1805年に出







集』が1805年に完結したことは，前述 Annual Review の書評が存在することに加えて， ilス
コッツ・マガジン~ 1805年 6 月号のコンテンツには， 11805年 5 月にロンドンで公刊された書
物とパンフレット」としづ項があり，同誌同号458ページには，オグターボ版 6 巻から成り，
2 ポンド 2 シリングの『著作集』の出版が伝えられているのだから， il著作集』は少なくとも
1805年 5 月には完結していたと考えてよいだろう。『著作集』への書評には，さらに， Literaｭ
ry Journal, 1806年 3 月 ， Monfhly Review, 1806年 6 月(これはステュアートの形而上学的
著作の方法論に注目し，スミスとステュアートの経済学体系に焦点を絞っている。〉が出るが，
こうしたいくつかの書評・紹介の 1 っとして「スコティシュ・レヴュー J (1806年 3 月〉が出





(35) Scots Magazine, June, 1805, p. 455 以下には，前述のように Books and Pamphlets publishｭ
ed in London in May 1805. 欄があるが，その Political. の部分には，ステュアート『著作集』も
含めて 10点の出版物が掲げられている。念のためそのすべてについて調べたけれども確定的なことは
得られなかった。しかし，次の Political Economy. 欄にはただ 1 つ， The Twenty-fifth Rゆort of 
the Society for bettering the Condition of the Poor. ls. への言及がある。 GS 19139に， Society 
for bettering the condition of the ρoor， London. The reports of the Society...The fourth 
edition. [Edited by Sir T. Bernard.J 6 vols. 8 0 • London , York, &c. , 1805, 1802-14. と言己さ
れているものがこれに相当するとすれば， 1805年にステュアート『著作集』全 6巻が完結した可能性
は， Scots Magazine に依拠する以上，さらに高くなる。
(36) 田添 [1990J への附記， 301-302ページにも言われているように，ステュアート『原理』初版(1767
年〉への Monthly Review, April-August, 1767 には無署名の書評が出された。田添教授はこの
評者を調査され，次の書物によって評者が William Bewley であると結論された。(この点，スキ
ナ一口966J の結論と異なるが〕ここに使用された Benjamin Christie Nangle, The Monthly 






0990. 7. 7) 
〔付記 本稿作成に必要な資料を BL から取り寄せるにあたり，桃山学院大学図書館の矢伏正睦氏のお世
話になった。記して感謝したい。〕
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